天龍山石窟第九窟の千仏表現について by 神谷 麻理子
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n the thousand-buddha Sculptural G
rouping of T
ian L
ong Shan G
rottoes cave IX
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 M
ariko 
statues w
ere carved later than the cave sta旬
es
them
selves, and, there 
Tian Long Shan G
rottoes, w
hich w
ere built during the Eastern
 W
ei 
are several 
Tathagata statues sitting on lotuses, in other w
ords, a 
D
ynasty 
or the N
orthern
 Q
i 
D
戸i
asty,
have a total of tw
enty five 
（
 
グコ）
 
thousand Buddha are carved in relief on the back w
all, it seem
s that 
caves and m
ore than half of them
 seem
 to have been built during the 
they w
ere sculpted after the initial the excavation of the caves during 
Tang D
ynasty. M
ost of them
 are sm
all only about tw
o m
eters deep 
the 
Tang 
D
ynasty. 
The 
Lotus 
seats 
of the Tathagata 
statues 
have 
and each is coordinated w
ith five, three, or tw
o im
age statues at each 
intertw
ined lotus stem
, and this is a very unusual thousand Buddha 
of the north, east and w
est w
alls. The north w
all is considered the 
im
age. H
ow
ever, in spite of the very peculiar iconography, there has 
m
ain w
all. H
ow
ever, only the cave IX
 at the center of the caves, is 
not been detailed discussion on this so fa
r. It is not an exaggeration 
sculptural 
the 
principal 
im
age 
of the 
others, 
the 
仕·
om
different 
28N）∞m．a 
to say that the cave IX
 itself has been disregarded. I w
ould like to 
grouping in the ninth cave is the big Buddha statue of M
aitreya, there 
discuss the thousand Buddha sculptu
ral grouping carved in the cave 
IX
 and to consider w
hat them
e the im
age indicates. 
is also a bodhisattva statue of the Ekadasam
ukha, and a bodhisattva 
statue of M
a吋
usri
and a bodhisattva statue of Sam
antabhadra. These 
剛聞叫揖制『V帆同事州州叫判感｛択制帆
天龍山石筋第 九慌 の 千 仏 表現 に つ い て
中国山西
省
の代
表的な石
窟として知られ
る天
龍山石
天龍山石窟 第九窟 （漫 山 閣） 外観
窟は
山の
中
腹東西
峰に窟
を穿ち
合計
二
十五窟を有
する
。
造営年代は
東説な
いし
は北斉と
いわれるが
その半
分以上
は唐
代が占め
ている
。
各窟の
ほとんどが
奥行き
二
m前 後 規
模で
正壁にあた
る北壁と両側の
図 1
東西壁それ
ぞれに
五尊
、
第九窟の
みは
異例で、
二尊
ないしは二尊
を配す
る構造
をも
つが
上層に
石窟
の中
心に位
置する
巨大な窟
の内
部を
上下二層
に分
け、
本尊弥勅如来する。
そし
て、
下層に十
一
面観音菩薩、
文殊菩薩
窟の外
壁に
は木
造楼閣
を設け、
本来
の
仏教寺院と
しての
、
信仰
の中心を
担って
いる
。
ところ
で、
普賢菩薩
を配
彫りさ
れて
いる
（以下
「後壁
千仏」
）。
下層の後
壁には
、
蓮華
座上に坐
す千
仏
像が全面に浮
千仏
の各
蓮華座
は、
蓮茎
に
うよりも、
「化仏」
よって
互い
に連
結し
た珍し
い図
像であり
と
むしろ
」れらは
「千
仏」
と呼
ぶべき
なの
かも知れな
い。
」の
特
異な図
像に
つい
ては
去
イム
あるい
は弥勅浄土
もしく
は第九窟
諸像
の構成からいずれも具
体的に
」れ
まで弥
勤如来を
中心とした過
『議厳
経』
との関
連
とい
った
簡単な指
摘はあ
った
が
論じ
られたも
はなく
、
第九窟
そのものに
つい
ても
軽視
されてき
た。
本稿
では
これらの千
仏表
現をあらため
て紹
介し、
どのよ
う
な背
景で制
作
された
のか
、
若干
の考
察を
試みたい。
第九窟及び
後壁千仏の概要
現在漫山
閣と呼
ばれ
る第
九窟外
壁の楼閣
〔図1〕
Lま
一九
八O
年代に
再建さ
れたものであるが
『太原将
志』
によると
明の正
徳
年間
（
一
五
O
六1
二一
）
初
め、
僧浄深が
天
龍
寺
（石
窟）
を重修し、
僧道永が
石仏を庇
うため
に、
高さ
四丈
余り
の楼
閣を
建てたことが
知られる
。
また
、
今あ
る楼
閣は初
層に裳
階を設
けた三
層であるが
、
石窟内
部は
二層
構造
で、
上層
は総高約七
mの
塑造
の弥
物如来情像
を、
層中央
は十
一
面観音菩薩立像
その左に
騎象文殊菩薩坐像、
右に
騎獅普賢菩薩
坐像を配
す
る。
問題
の千
仏は、
下層の後
壁に浮彫り
図 2
下
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けら
れて
いる
〔図2〕 ちょう
ど十
一
面観音菩
薩を挟む
形で、
東西
二区
に分
されており
、
後壁千仏東
側の区
画
〔図3〕
は、
高さ
約一
・八
m
、
幅
約二
・六
m
。
左右に
如来坐像）
を配し 最下
部に
は若干
大きな三仏
（中央
に
如来
僑像、
そ
（七尊構
成）
。
の中
尊の像
高は約
四O
叩で
左右の
如来坐像に
各二体
ずつ
脇
侍を置く
須弥座上
に侍
坐
両手を両
膝に
置き
丸い
蓮根か
ら蓮
茎
が伸
び
た踏
割蓮華
の上
する。
垂下し
た両足は、
にの
せる
。
に置
く。
蓮華
座上
で結
蜘欧坐し
左側の
如来
坐像の像
高は
約二八
倒。
左手を腹前に、
右手を右
膝
その蓮
華は蓮
根から垂直に伸
び
ている
。
また
、
蓮根
は丸く、
左右両脇侍が立
つ蓮
華座
へも
茎を
伸
左脇侍は失
われて
い
るため像
容は
ばし
ている
。
右脇侍
は不鮮明
、
分か
らない。
右側
の如
来坐像
の像
高は
約三三
倒。
偏祖右一
肩の衣を
市長
左側の如
来坐
像と同
様、
左手を腹前に、
右手を
右膝
に置
く。
やはり丸
い蓮
根か
ら茎を伸
ばした
蓮
華座
上に
結蜘欧坐し
同じく右
側に菩
薩立像
左側
には比
丘像らし
き脇侍を配
す
る。
そして
左右の
如来
坐像
図 3
の背
後からは上部
へ蓮
茎が
幾重に
も伸
、 び
、
蓮華座
を設
ける
。
それら
の蓮
華座
は五
十
四
（ない
しは五十五）
り
各々
如来
像が坐る。
た、
下部中央
の如
来僑像
の
上には
、
現在は欠失す
るが
やや大き
めの如
来立像
があ
っ
た。
後壁千仏西側
の区
画
4〕
は、
高さ約
一
・八
m
幅約
二
・三m
。
東側と
同様、
あり、
中央に
如来俺像、
左右に
如来坐像を配する。
如来俺像
の像
下部
にや
や大きめ
の三
仏が
は二六
印。
側、
左側の
如来坐像
の像
高は
二三
四
、
右側
の
如来坐像
高は約四
一
いずれも
東側の
区画と
ほぼ同
様であるが
、
右側
の如
来
坐像が両手を腹前
辺りに置く
こと
、
左右
如来坐像と
もに
、
周囲の
蓮議
座上
の
如来坐像が脇
侍のよう
に配
さ
れて
い
る点
など、
い対日エγの
像の姿
が見られる
。
違い
も見られる
。
中央
の
如来
惰
像の上
にはや
はり
大きめ
の如
来立
は六十
（な
いしは六
十
二
を数え
る。
そして、
蓮茎
で繋が
っ
た蓮華
座上
の
如来坐像
後壁千仏
は全体的に表面が摩滅し、
以
上
が
大 中ま に
か は
（去 欠JI/ tι 
空 亡
語
長
女 分で＋ も三位I �
ため詳
細
はは
っ
きり
しな
いが
、
の言
及が
あるので
」こ
で紹
介
したい。
なお、
僅かで
あるが
諸先
学におけ
る後壁千仏に
ついての
一応
田中俊
逸氏は、
蓮
まず
あ
( 1 5 ) 
ま
匡｜
天 龍 山 石窟第 九 窟 の 千仏表現に つ い て
と解釈し
「形式は所調
茎で繋
が
った
これらの千
仏表現
を
「化仏」
六朝の枝
仏と称し
ている
もの
に相当する
が、
仏の
面貌姿態、
衣摺、
簸
髪、
さて
は蓮
弁の彫
法に
一種
の改
革進歩し
た点は初唐
頃と見て
と述
べ
られた
。
も大過
はなからう
」
また、
松本栄
一氏
は
『集
神州
三
賓感通録』
や『
覚禅紗』
にみ
え
る阿
弥陀五十菩薩図に
関連す
る作
例と
して、
「天龍山
石窟第九
洞
外
陣北
壁に於ける初
唐頃
の浮
彫で
あるが
これ亦
一悌五十
菩
薩の侍
圃様
の著
しく西
方的な
る知は
説と関
係
あるものと
考
へら
れ
ヲ，」ー
れ亦
西方侍来
の園
本に基
き
て作られし事を語
れ
るものと
言
ふべき
とした
。
であらう
」
方
水野清
一氏
は
「第
一
層の後
壁にある千
悌の浮
彫は、
初唐
の作である
。
したが
って
、
本尊禰勅
石像
はも
っ
とはや
く
つく
られ
たかも
知
れないが
、
現存
する
像は塑造
で、
五代の作であらう
」
と
し、
千仏
の主
題に
ついて
は
「禰勅
悌を
中心と
した過
去悌
の表
現で
はない
かとおもふ
」
として
いる
。
但し、
注にて
「龍円高悌
洞
の後
壁にある五通
菩薩
の
一悌五十
菩薩
の類
例中に
かぞ
へ
たが
、
どれも
悌の像で
あること
、
中央
に
輔勅
悌があ
ること
などによ
って
、
別
の
解揮を求
める
方がよ
い
やうにおもふ
」
と、
前掲
の
松本栄
一氏
の見
これらの千
仏の図
像が特
異である
ことを
、
なく
提起
して
いる
。
解と
は異なり
それと
そして、
李裕群氏
は
「弥勅浄土
を表現し
たも
ので
あ
ろうが
、
東
側区画の
中尊弥勅知来筒
像上
に
菩薩像、
西側
区画にも如
来立像が
ある
ことか
ら
西方浄土
の阿
弥陀と
観
音
に関
係が
あるの
かも知れ
「こ
のよ
うな図
像と題材は未
見である
」
と
結
ない」
と
し
さらに
民U
んだ。
第九窟千仏に
ついて
、
おおよ
そ共通し
た見
解
としては
、
制作年
代が初唐頃
であ
るという
こと
、
浮彫の
最下部
の僑
像は、
弥勅如来
である
ということ
である
。
第九
窟の
具体的な
造営年
代は今
後検討
を要
するが
、
本稿
では
一応唐代
ということで
進め
たい。
ま
た
在の
第九窟
本
尊である
塑造の
弥勅如来俺像
は、
後世
の作
と認めら
れるた
め、
まず
は当初の
本尊も
弥勅如
来であ
っ
たかどうかを
、
今
一度確認し
たい。
天龍
山の
麓に建
つ聖
毒寺
には
、
天龍山
石窟に関
係
する
いくつ
か
の碑
像を所蔵し
ている
が
その中
に
「大漢英
武皇帝新建天龍寺千
悌棲之碑」
なる
ものが
あり、
慶運
二年
（九
七五）
八月二十
一日
に
建てられた
ことが
記さ
れる
。
その文
中に、
奇
峰
と 自信
あ 口
る 上
こ 有
と 平
か 社
ら 17 1、 東
西僅五
十歩、
北筒
石壁
、
有弥勅閣
、
内設石像」
五代
北漢
（九
五一
七九）
の頃には
、
すで
に弥
勅如来が安置さ
れ
ていたこ
とがうかがわれる
。
原初
の
弥勅如
来像がど
のよう
な理由
で失
われたのかは不
明であるが
、
途中、
本尊がす
り替わ
った
とは
考え
にく
いこ
とか
ら、
恐ら
く造営
当初から弥
勅知来を本尊と
する
か、
もしく
は弥勤に
関係し
た窟
とし
て造られたと思
われる
。
従つ
て、
東西区画に
分かれた問
題の後
壁千仏も、
弥鞘信
伸に関
連し
て
制作
されたも
の
と見
なし
てよか
ろう
。
千仏
表現に
ついて
中国に
おける千
仏
への
関
心は
「東晋
以後、
『賢劫経』
をはじめと
現
( 1 6  ) 
No.38 (2008) 愛知県立芸術大学紀要
する諸
種の仏
名
経の
伝訳
、
撰述が
あり、
同時
に仏
名を唱
礼し
て機
悔滅
罪を祈る
仏名会
が各地
で行われ
たことが
考慮さ
れ、
その聞の
との
指
摘があり、
かなり早い時
期から
信伸
の高まりが
窺
われる
」
広ま
ってい
たと考
えられる
。
造形
としては
、
五世
紀前半
の
石窟寺
院の壁
面に登場し
ており
、
その後
も、
絵画
、
彫刻
（浮彫）
という
形で、
石窟
のみ
なら
ず、
単独造像
に
おいて
も
各地
で制
作
されてき
RE
f
－8 1
、
＋ ／
ナ J
AM
それはあくまで本
尊を荘
厳す
る役割に留まり、
千仏そ
のものが
主題
になるこ
とはなか
った
。
千仏
の
成立経緯に
つい
ては
、
あまりは
っ
きりしな
いが
、
安田治
樹氏は
千仏
の
種類を、
大きく
「過去仏説」
「賢劫仏説」
と
「化仏説」
03 
に分
けて
いる
。
過去仏
は、
釈迦以
前にも無
数の過
去仏が
いる
とい
う考え方
で、
最も
知られ
てい
るのが
『長阿含経』
巻第
「大
本経
」
や『
増一
阿
「過去
七仏
」
含経』
第四
十四、
四十五など
に説かれ
る
である
。
さ
らに過
去に
対し
て現
在、
未来
の概
念が生れ
、
やが
ては
「一
世多仏」
説が出て、
そし
て、
『観
薬王薬上
二菩
薩経』
のよ
うに、
過去、
現在、
未来
の三
世
におい
て各
千仏が存
在す
ると
いう
「三劫三
千仏」
説が
唱えられ
るようになると
いう
。
「賢
劫
仏」
続い
て
「過
去
仏」
の発
展にともな
い
の考
え方が出現
する。
賢劫
仏は、
過去、
現在
で出
世し
た仏から、
未来
仏である弥
勅に
いた
るまで
、
千仏が
次々 と
現
れると
い
う考え方から成
立した
もので
、
次第に名
号を記し
た仏
名経類
が訳
出
されるようにな
って
い
くまた
、
「化
仏
」
の考
え方は、
釈尊
の
奇蹟謂
「舎衛城
双神
変」
に基
づく
もので
、
「神変」
につ
いて
はいく
つ
かの教
典が
述べ
ている
。
中
化仏
の出
現に
つい
て注
目す
べ
き記
載があ
るのが
、
後秦鳩摩
羅什訳
『大智度論
』
巻第九
で、
仏の
一切の
毛根から光明が
発せら
でも
、
れ、
十方無量世
界を照らし、
購辺から宝
蓮華を出し
たとし
、次
の
ような偶を説
いた
とする
。
青光瑠璃童
千葉黄金
色／金
剛馬華塞
琉拍属華飾
藍軟不
鐙曲
其高十蝕丈／員
青瑠璃
色
在悌瞬中立
其葉
贋而長
白光間
妙色／無
量賓荘厳
其華有千葉
妙華色如是
従悌瞬中
出／是
四華
蓋上
賓座
曜天日
座各有坐悌
知金山
四首
／光曜等如
従四傍
瞬中
各出妙賓華
華上
有賓座／其座各有悌
従是
悌瞬中
展縛出資華
華華皆
有座／座座
各有働
（以下略）
さらに、
唐義浄訳
『根本
一切有部毘
奈耶
雑事』
巻二十
六には
、
時彼龍
王知悌意己。
作知是念
。
何因世尊
以手摩地。
知悌大師
欲現神幾須此蓮
花。
即便持花大知車輪数満千
葉。
以賓属韮
金
剛属器。
従地
踊出。
世尊見己即於花上安
隠市坐。
於上右透及
以背後各
有無量妙
賓蓮花。
形状
同此。
自然
踊出。
於彼花上
一皆
有化悌安坐。
各於彼悌蓮花右漫及
以背後。
皆有如是蓮花
踊出化悌安坐。
重重展
轄上出乃至
色究寛天蓮
花相次。
或時彼
悌身出火光
或時降雨
。
或放光
明。
或時授記。
或時問答。
或
復行立
坐臥現
四威
儀。
仏が神変を現
そうとする意
を知
った
龍王は、
地より湧
出し
た
蓮
華を支え
る。
その上
に仏が坐し、
さらに
左右
背
後から無量
の宝蓮
華が自然
に湧
出す
る。
それら
の上に
は化
仏が安坐し、
重重展
転し
( 1 7 ) 
天龍山石窟第九腐の 千仏表現 に つ い て
なが
ら色
究寛天
まで伸
びる
。
化仏は身
から火
光を出し、
ある時は
倫色姐＝－国陶圃．隔医事咽ー＝：....... 
ア
ジ
ャ
ン タ 石
窟
第七窟仏堂前室の浮彫
（部分）
雨を
降ら
せ、
ある時は問
あるい
は光明を放ち、
ある
時は
授記し、
空主
し
そしてある
時
は四
威儀を
現
す
ーー
と
い
う
。
「神
変」
で出現した化
仏を図
」れ
ら経
典に記
される
いわ
ゆる
像化
したも
のは
アジャ
ンタ石
窟第七
窟仏堂前室
の左
右壁
の浮
彫
を初め
〔図
5〕、
西安市大慈
恩寺出土
《三
尊及び
七
蓮仏像培仏》
（西
安市文物保護考古所）
〔図6〕
ゃ、
《方形
独尊簿仏》
（奈良国立
図 5
〔図
7〕
など
の
例がある
。こ
れらは蓮
茎が
互い
に連
結し、
博物館）展転す
る蓮華
座上
に
それぞれ仏が坐る点で
まさに
天龍山石窟
三尊及び七蓮仏像簿仏
（西安市文物保護考古所）
「神変
」
第九窟の
後壁千
仏に共通
すると
いう
ことができ るが
、
の主
役はあく
まで釈
迦如
来である
ため、
直接結び
つける
こと
は難し
い
かも知れな
い。
アジ
ヤン
タ石
窟第七窟浮彫
の例
は
龍王の支える
茎か
ら各
蓮華座
が派
生して
いる
とこ
ろが、
後壁千
仏とは大きく異
増仏
二例
はともに丸い蓮
根から蓮
茎が
伸び
てお
り、
なるが
、
後
壁
千仏
に近い
とい
えよう
。
」の二
例
は唐代
アジ
ヤン
タ石
窟第七窟
図 6
は、
アジヤン
タの
最末期、
七世
紀前半頃
の作
と考え
られ
ている
。
一方
、
蓮華
座上に坐
る尊格が、
仏と菩
薩と
いう
違いが
あるもの
の、
前掲
の
阿弥陀
五十
菩薩図も、
非常
に類
似し
た図
像と
いうこと
方形独尊t専仏
（奈良国 立↑専物館）
で注
目に値
する。
『集
神州三賓 感通
録』
巻中
「惰
その
典拠と
なる
緯明憲
五十菩薩像縁
三十七」
てま
とめら
れたも
ので
、
は、
麟徳元年
（六六
四）、
道宣
によ
っ
天竺鶏頭
摩寺五
通菩薩が
阿弥
陀に樹
菜
上で
一
仏五十菩
薩の
姿を現
す乙
とを
請い
その姿
を写し取
って
流
布し
たとい
う故事を収
めている
。
本図像に
つい
ては
、
氏の論
考があり、
勝木
言一郎
図 7
そこで
は主な中国
の作
例として
臥龍山
千仏巌
( 1 8 ) 
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伊： ’h舟
；愛県千イ弗洞石窟第一北壁
（中尊頭部は後補）
（貞観
八年
・六
三四）
をはじめ
綿陽碧水
龍門石窟 薫イ弗洞西壁
寺摩崖造像
（唐）
、
通
江千
仏崖阿弥陀仏命
、H二
1旦
像
（龍朔三年
・六
ムハ
一二）
龍門石
窟敬善
寺洞像
（唐
・
高宗前
図 8
期
同石
窟南側桐像
（永降元年
・六
jO）
〔図8〕
、
溶県千
仰寺
石窟造像
（唐）
〔図
9〕
、
敦燥莫高窟
第三三
二
窟東壁画
（聖暦元年
・
六九八
）
等をあげて
いる
。
図 9
千仏表
現その
もの
ろであるが
各地
で造像
されてきた
ことは
既に
述べ
た
とこ
蓮茎
で繋がれた
蓮
は早くから
成立し、
以上
の現
存作例
の
制作年
代から
華座
上に
坐す千仏な
いし化
仏の
表現、
弥陀五
十菩薩
」
に関
係する
図像は、
唐代、
すなわち
「神変」
及び
II可
しか
も
七世
紀中頃
から
末期
の
初唐を中心
に、
特に好
まれ造
像
された
ので
はな
いか
と考え
KM る。
唐代
の弥
軌如来像と千仏
中国におけ
る弥
勅諸経典
の漢
訳は
二世
紀頃から始められ、
四
五世
紀頃、
降盛を極め
たと
いわ れる
。
弥助信
仰に
は大きく上生信
仰と下
生信
仰があり、
上生信仰が
死後
弥勤菩薩
が住する兜
卒天
へ
生ま
れたいと願
う信
仰であ
るのに対
し、
下生信
仰は遠い
未来、
勤が閤
浮提
へ下
生して、
成仏後に龍華
樹の下で
三回
の説
法を行う
「龍華
三会
」
へ値
遇する
こと
を願う信
仰である
。
下生信仰が流行し
た蔚代、
弥助如来は筒像
で表
されるこ
とが
多
当時、
窟の造
営が
盛んに行
われた
龍門石
窟では
、
のある弥
助の造
像は十七件あり、
侍像
の代
表例とし
ては
、
恵問洞
かった
。
紀年銘
本尊
（戚
亨四年
・六
七三）
を始め、
般客の
正壁像
（貞観
十一年・
六三
七）
ゃ、
賓陽商洞北
壁像
（貞観
二十
二年
・
六四八
）
などが上
また
、
高例洞
通道南側
の
寵内弥勅如来街
像の銘
文には、
げられる
。
永隆元年
（六八O
）、
鹿貞が
「弥助像
五百
匝」
を敬造
したこ
とが
記
され、
壁面に
は五十
一
の侍
坐す
る弥
物小千
仏が彫られ
ている
。
らに、
武周期
（六九O
七O四）
の造
営とされ
る嬬
鼓台中洞
（大
万伍
千仏記）
の本
尊も、
左右に菩
薩立像を配し
た弥糊如来街
像で、
窟内
四壁
中段か
ら天
井に
至るまで
、
周囲を千仏で
埋め尽くし
てい
る。
弥勅如来筒
像と千
仏を構成する
」れ
らの
像は
七世
紀後半
好例で
あるとい
えよう
。
同石窟
敬西洞で
は、
弥勤如来
その
ほか
、
俺像を中尊に
五十菩薩を壁面に表
す。
但し
」れらの菩
薩像が
坐る蓮
華坐は、
前掲
の
阿弥陀五
十菩薩
図のように
、
蓮茎
で繋がれ
てい
ない
。
31F 
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さ
天 龍 山 石窟第九窮の千仏表現 に つ い て
一方
、
弥軌如来
像と
千仏と
の組
合せを
述べ
る
経典と
して
、
鳩摩
羅什訳
の
『弥鞘
大成仏経
』
があり、
そこには
、
悌滅度後比
丘比丘尼優
婆塞優婆夷。
天龍八部
鬼人等
。
得聞此
経受持讃諦曜奔供
養鵜恭敬法師。
破一
切業障報障煩悩
障。
得
見禰勅
及賢劫千悌。
三種
菩提提随願成就。
不受女人身
。
正
見
出家得大解脱。
仏滅
の後
、
本経
典を聴き礼
拝供
養し
て
一切
の業
障・報
障・煩
悩障を破すれば、
弥鞘如来
と賢
劫千仏に
まみえ
、
出家し
て解脱を
得る
ことが
説かれ
る。
そして、
劉宋祖渠京聾訳
『観繭鞠
菩薩上
生
兜率天経
』
にも
、
仏滅後、
弥勤に随
って
閤
浮提に
下り、
第
一に
法
を聴い
て、
未来
世で賢
劫の
一
切諸仏
に値
遇
するこ
とが説かれ
てい
る。
つま
り、
未来仏
である弥
鞘知
来の出
現には
、
ので
ある
。
千仏
がともなう
以上
を考え
ると
、
前掲
でふれ
たように、
天龍山
石窟第九窟
後壁
千仏
の
下部
に浮
彫り
された
中尊
の
如来俺像
は、
東西区画と
もに
、
やはり弥
勃如
来で、
左右の
二
仏は、
未来
仏である弥
勅如来
に対し
て表された現
在仏、
過去仏、
すなわ
ち三世
仏
としてほ
ぽ間
違いな
いといえ
よう
。
中尊弥軌知来筒
像の
上部に立
つ知
来像も、
過去仏
周囲の
千仏は、
弥
勅
の一
体と見
て良い
の
かも知
れない。
そして、
知来
に付
随す
る千
仏の
みなら
ず、
明去
仏から未
来仏
の出
現に至る
まで
の、
賢劫
の聞
に相
継い
で現
れるとい
う千
仏の存
在も含み、
表
却
現さ
れたも
の
と考える。
但し、
弥勅如来、
もしくは
三世
仏に
ともない
出現し
た千
仏が、
蓮茎
で繋がれ
た蓮華座
上
に坐
すと
い
う例は、
他には見
当たら
ず、
はっ
きりとし
た典
拠も分か
らない。
なぜ、
天龍山
石窟第
九歳の後
壁千
仏に、
区画内に整
然と並ん
だ通
例の千
仏の表現ではなく、
のよう
な特異な表現
を用い
たの
であろうか
。
七世
紀中
それ
には
、
頃から末
期の初
唐頃に流行し
た
「神変」
「阿弥陀五
十菩薩」
や
化仏
の
図像が大
きく影
響
しているので
はな
いか
と思われる
。
「神変」
「阿弥陀五
十菩薩」
の図
像も
インド
・
西域伝来
で
の図
像
はインド
、
あると
いう
。
西域儀式
を積極
的に取り入れた天
龍山
石窟
ならでは
こそ
、
弥助
如来を荘厳
する
にあた
っ
て新し
い千
仏表現
を試
みたの
ではない
だ
ろうか
。
天龍山
石窟唐代造営
期にお
それ
らの表
現が、
ける弥
勅信
仰に取り入れられ、
採用
されたの
ではな
い
かと考えた
l > おわりに
以
上
天龍山
石窟第
九窟の
後壁千仏は、
弥戦如
来を中心と
した
三世
仏
にともな
い出
現し
た千仏で、
その表
現には七世
紀中頃
から
末期に
かけて流
行し
た、
蓮茎
で繋がれ
た蓮華
座に坐す化
仏、
T』L
L 、
しは
千仏
の
図像が影
響し
た
可能性を指
摘し
た。
この
時
期は、
ち
ょ
うど則天
武后が権勢を振
るい
やがて
武周を建国
する頃
と重なる
。
弥戦下生信
仰を政
治に
利用し、
その信
奉に
も積極
的であ
っ
た則天
武后
の
影響が、
弥鞘知来
の造
像に拍
車を
かけ
たのであろ
う。
なお、
天龍山
石窟
の
唐代
造営に、
則天武后が関与し
たと
いう
具
体的な史
料はな
いが
石窟
の所
在地
であ
る太原が唐国
の発
祥地、
つま
り
「太原
起義」
の地である
こと
、
則天武后
の
出身が太
原からさほど距
� 」ー
( 20 ) 
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離を置かな
い文
水の地で
あるこ
とを
考え
ると、
天龍山
石窟
の造
営
に何らか
の関
与があ
った
としても不
思
議ではな
い。
実際、
第九窟
以外
の唐
代窟
にも
、
弥鞘知
来と思し
き侍
像は数
多く
見られ
る。
本稿
では
、
後壁千仏
の主題の考
察に留ま
るの
みで、
制作年代、
つま
りは窟の造
営年代に
ついて
は具
体的
に提
示し
なか
った
。
筆者
は天
龍山
石窟唐代
窟の
造営年
代の始
まりを
、
八世
紀
に入っ
てから
担
と考
えてい到
。
従って
、
第九窟
の
造営年代
に
つい
ては
、
今後慎重
に検
討
したい。注
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の女
帝
・則天武后と
その
時代展』
展覧会
図録、
東京国立
博物館
・
NH
K編
、
一九
九八年
、
図一
O七。
〔図7J
『西遊
記の
シルク
ロー
ド
三蔵
法師
の道
』
展覧会図録、
奈良県立美
術館
ほか
、
朝日新
聞社、
一九
九九年
、
図一
五六
。
〔図8〕
『中
国石窟
龍門石窟
二』
平凡社
・文物出
版社、
一九
八八年
、
図
六四
〔図9〕
『中園
石窟雌塑全集
北方
六省
』
重慶出版社
、
二O
O一年
、
第六巻
図七
四。
〔付記〕
本稿は、
鹿島美術財団
三O
O七年
度研究助成
「天龍山
石窟
考11唐代
窟を中心に」
の成果の
一部を含
んでいる
。
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